
◎
論

説

日
本
語
と
中
国
語

中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
事
情

大
学
日
本
語
専
攻
の
場
合

彰

広

陸

・
・
…

は
じ
め
に

基
本
的
な
デ
ー
タ

戦
後
、

日
本
は
急
速
な
復
興
を
成
し
遂
げ
、

一
躍
経
済
大
国
に
成

長
し
た
。

そ
れ
に
は
文
化
的
な
要
因
が
あ
る
と
さ
れ
て
、
日
本
文
化

が
注
目

の
的
と
な

っ
て
き
た
。

そ
れ
に
相
侯

っ
て
、
日
本
語
教
育

は
、
世
界
的
に
隆
盛

の

一
途
を
辿

っ
て
い
る
昨
今

で
あ
る
が
、
日
本

と

一
衣
帯
水

の
間
に
あ
る
中
国
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
相
変
わ
ら
ず

日
本
語
ブ

ー
ム
が
続

い
て
い
る
。
本
稿

は
日
本
語
専
攻
の
教
育
に
焦

点
を
絞

っ
て
中
国
の
大
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育
事
情
を
紹
介
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育

の
発
展
ぶ
り

は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
る
。
精
確

に
言
う
と
、
全
国
的
に
は
日
本
語
学
習
者

の
数
が
減

っ

て
は
い
る
も
の
の
、
高
等
教
育
に
お
け
る
日
本
語
学
習
者
が
速

い
テ

ン
ポ
で
増
加
し

つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

『高
等
院
校
日
語
専

業
基
礎
階
段
教
学
大
綱
』

(大
学
日
本
語
専

攻
基
礎
段
階
学
習
指
導

要
領
)

(大
連
理
工
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇

一
年
)
の

「前
言
」
(前

書
き
)

に
よ
る
と
、

一
九
九
九
年
で
は
、
日
本
語
専
攻
が
設
置
さ
れ

て
い
る
大
学
が
八
六
校
、
学
生
数
が
約
八
〇

〇
〇
人

で
あ
る
が
、
二

〇
〇

一
年
と
な
る
と
、
日
本
語
専
攻
が
設
け
ら
れ

て
い
る
大
学
は
約

一
一
〇
校
、
学
生
数
は
約

一
X

1
0
0
0
人

に
急
増
し
て
い
る
と
い

中国における日本語教育事情45



う
。
特

に
こ
こ
数
年
来

の
日
本
語
学
科
の
新
設
や
大
幅
な
定
員
増
加

に
よ

っ
て
、
現
在

は
遥
か
に
こ
の
数
字
を
上
回

っ
て
い
る
。
関
連

ム
ロ
　

資
料
に
よ

る
と
、
二
〇
〇
六
年
現
在

で
は
、
日
本
語
専
攻
設
置
大
学

の
数
は
二
六
三
校
に
及
び
、
日
本
語
専
攻
の
学
生
数

は

一
四
万
七
〇

〇
〇
人

に
も
達
し
て
い
る
と
い
う
。
現
在
で
は
、
中
国
に
お
い
て
日

本
語
は
英
語
に
次

い
で
二
番
目
に
人
気
の
あ
る
外
国
語
に
な

っ
て
い

る
。

二

歴
史
的
概
観

6

本
科
の
場
合

中
国

の
大
学
の
本
科

レ
ベ
ル

(日
本
の
学
部
教
育

に
相
当
す
る
)

に
お
け
る
日
本
語
専
攻

の
教
育

の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
新
中
国
成
立

前
に
遡
る

こ
と
に
な
る
。
北
京
大
学
が
自
他
共
に
認
め
る
日
本
語
教

育

の
老
舗

で
あ
り
、
日
本
語
専
攻

の
教
育
に
先
鞭
を

つ
け
た
の
は
ほ

ぼ
間
違

い
な

い
事
実

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
歴
史
に

つ
い
て
は
諸
説

あ
っ
て
、
定
か
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
北
京
大
学
外
国
語
学
院
院
長

の
程
朝
翔
教
授
の
調
査

に
よ
る
と
、
清
朝
政
府
が
外
国
語
の
人
材
を

養
成
す
る
た
め
に

一
八
六
二
年

に
設
け
た
京
師
同
文
館
が
、
中
国
の

最
初

の
国
立
大
学
と
し

て

一
八
九
八
年
に
設
立
さ
れ
た
京
師
大
学
堂

(北
京
大

学
の
前
身
)

に

一
九
〇
二
年
に
吸
収
さ
れ
て
、
翌
年
に
訳

学
館
に
改
名
さ
れ
、
修
学
年
限
五
年
の
英
語

・
ロ
シ
ア
語

・
フ
ラ
ン

ス
語

・
ド
イ
ツ
語

・
日
本
語
の
五
つ
の
言
語
文
字
専
科
が
設
け
ら
れ

た
と
い
う
。
こ
れ
が
中
国
の
大
学
に
お
け
る
日
本
語
専
攻

の
濫
鵤
を

な
す
と
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
も
な

い
。

一
方
、
李
宗
恵

[
X
10
0

1
]
で
は
、
北
京
大
学
の
日
本
語
専
攻

は

一
九
〇
二
年
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
北
京
大
学

の
教
授
だ

っ
た
周
作
人

[
一
九
九
八
]
に
よ
る

と
、

一
九
三
五
年
に
北
京
大
学
の
四
年
制
の
日
本
語
専
攻

の
第

一
期

生
が
卒
業
し
て
以
来
、

一
九
三
七
年
に
か
け
て
、
都
合
三
ク
ラ
ス
、

七
名
の
卒
業
生
を
世
に
送
り
出
し
た
と
い
う
。

さ
ら
に
佐
治
圭
三

[
一
九
九

一
]
に
は
、
次

の
よ
う
な
件
が
あ

っ

て
大

い
に
参
考

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

「中
国
日
語
教
学
研
究
会
会
員
通
訊

三
」
(
一
九
八
八
年
三

月
)
に
よ
れ
ば
、
北
京
大
学
の
日
本
語
学
科
は
、

一
九
二
八
年

ご
ろ
文
学
院
外
国
文
学
系

の

一
学
科
と

し
て
日
本
文
学
科
が
発

足
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
の
当
時
日
本
文
学
科
を
主
催
し
た

の
は
、
魯
迅
の
弟

の
周
作
人
で
、
そ
の
ほ
か
に
銭
稲
孫

・
徐
祖

正

の
両
教
授
も
学
科
を
担
当
し
て
い
た
と

い
う
。
こ
の
日
本
文

学
科
は

一
九
三
八
年
ま
で
続
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
日
中

戦
争

の
間
は
、
北
京
大
学
が
清
華
大
学

・
南
開
大
学
と
と
も
に

昆
明

へ
移
さ
れ
て
西
南
連
合
大
学
と
な
り
、
そ
こ
で
は
日
本
文

学
科
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
日
本
占
領
区
に
お
い
て

は
、
北
平
大
学
文
学
院
外
国
文
学
系
日
本
文
学
科
は
存
続
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
八
月
、
日
本

の
敗
戦
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に
よ

っ
て
、
西
南
連
合
大
学

は
再
び
北
京
に
戻
り
、
授
業
が
再

開
さ
れ
、
日
本
文
学
科
は
東
方
語
言
文
学
系

の
下
に
日
本
語
教

研
室

と
し
て
設
置
さ
れ
た
が
、
学
生
の
募
集
は
な
く
、
数
人
の

教
師

が
日
本
語
研
究
を
続
け
る
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
。

精
確
な
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
な
点
が
多
く
、
今
後

の

検
証
に
倹

た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
以
下

で
は
、
佐
治
圭
三

[
一
九

九

一
]
に
基
づ
い
て
、

一
九
八
〇
年
代
ま
で
に
開
設
さ
れ
た
代
表
的

な
大
学

の
日
本
語
専
攻
の
開
始
時
期
を
示
し
て
お
く
。

北
京

大
学

一
九
四
九
年
以
前

解
放
軍
外
国
語
学
院

一
九

四
九
年

対
外

経
済
貿
易
大
学

(北
京
対
外
貿
易
学
院
)

一
九
五
四
年

上
海
外
国
語
大
学

(上
海
外
国
語
学
院
)

一
九
五
九
年

北
京
外
国
語
大
学

(北
京
外
国
語
学
院
)

一
九
六
二
年

吉
林
大
学

一
九
六
三
年

北
京
第
二
外
国
語
学
院

一
九
六
四
年

黒
竜
江
大
学

一
九
六
四
年

大
連
外
国
語
学
院

一
九
六
四
年

復
旦
大
学

一
九
七
〇
年

広
東
外
語
外
貿
大
学

(広
州
外
国
語
学
院
)

一
九
七
〇
年

山
東
大
学

一
九
七

一
年

山
東
師
範
大
学

一
九
七
二
年

福
建
師
範
大
学

一
九
七
二
年

武
漢

大
学

一
九
七
二
年

南
開
大
学

一
九
七
二
年

北
京
師
範
大
学

一
九
七
三
年

河
北
大
学

一
九
七
三
年

華
東
師
範
大
学

一
九
七
三
年

天
津
外
国
語
学
院

一
九
七
三
年

四
川
大
学

一
九
七
三
年

東
北
師
範
大
学

一
九
七
四
年

西
安
外
国
語
学
院

一
九
七
四
年

四
川
外
国
語
学
院

一
九
七
四
年

ハ
ル
ビ
ン
師
範
大
学

一
九
七
五
年

延
辺
大
学

一
九
七
七
年

南
京
大
学

一
九
七
七
年

杭
州
大
学

一
九
七
八
年

内
蒙
古
大
学

一
九
七
九
年

国
際
関
係
学
院

一
九
七
九
年

成
都
科
技
大
学

一
九
七
九
年

天
津
師
範
大
学

一
九
八
〇
年

蟹
南
大
学

一
九
八
三
年

西
北
大
学

一
九
八
四
年

西
安
交
通
大
学

一
九
八
五
年

深
馴
大
学

一
九
八
五
年

撫
順
石
油
学
院

一
九
八
六
年
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〔
日

大
学
院
の
場
合

北
京

大
学
の
日
本
語
学
科
が
中
国
で
初
め
て
大
学
院
生
を
募
集
し

た
の
は

一
九
六
〇
年
だ

っ
た
が
、
ど
う

い
う
わ
け
か
修
了
し
た
者
に

は
修
士

号
が
授
与
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
八

一
年
に
至

っ
て
、
北
京

大
学

・
吉
林
大
学

・
上
海
外
国
語
大
学
に
、
日
本
言
語
文
学
専
攻

の

修
士
課
程
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

二
〇
〇
六
年
現
在
で
は
、

四
七
の
大
学
に
日
本
言
語
文
学
専
攻
の
修
士
課
程
が
設
置
さ
れ
て
い

ムつ
む

る
と

い
う
。

一
方
、
日
本
言
語
文
学
専
攻

の
博
士
課
程
は
、
以
下
の
大
学
に
設

ムヨ
　

置
さ
れ
て
い
る
。

北
京
大
学

一
九
八
五
年

北
京
外
国
語
大
学

一
九
九
四
年

東
北
師
範
大
学

一
九
九
八
年

上
海
外
国
語
大
学

二
〇
〇
〇
年

吉
林
大
学

二
〇
〇
五
年

三

ニ
ー
ズ

の
多
様
化
と
教
育
目
標

の
多
様
化

高
等
教
育
に
お
け
る
日
本
語
教
育
が
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
の

は
、
以
下

の
よ
う
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
学
習
動

機

の
多
様
化
で
あ
る
。

い
く

つ
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら

分
か
る
よ
う
に
、
日
本

語
を
専
攻
す
る
学
生
の
動
機
は
ま
ち
ま
ち
で

ム
ィ
　

あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
日
本

の
大
衆
文
化

の
影
響
を
強
く
受
け
た
こ

と
を
理
由
に
し
て
い
る
若
者
が
多

い
。
特
に
、
日
本

の
ア
ニ
メ

・
漫

画

・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
・
ポ

ッ
プ

ス

・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
の
影
響

が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
中
国
社
会
に
日
本

の
大
衆
文
化
が
広
く
浸

透
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本
語

へ
の
興
味

、
日
本
語
学
習
の
間
口

が
広
が

っ
た
と
言
え
る
。

そ
の
外

に
も
、
「日
本
語
が
他

の
言
語
よ
り
習
得
し
や
す

い
よ
う

だ
か
ら
」
と

い
っ
た
消
極
的
な
理
由
も
あ

る
が
、

「日
本
語

で
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
た

い
」
と
か
、
「将
来

の
就
職

の
た

め
」
と
い
っ
た
理
由
も
大
き
な
比
重
を
占
め

て
い
る
と

い
う
。

実
用
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
何
よ
り
も
就
職
に
強

い
と
い
う
面
で

あ
ろ
う
。
数
多
く
の
日
本
企
業
が
中
国

へ
進
出
し
、
中
日
貿
易
も
大

き
く
拡
大
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
が
日
本
語
専
攻

の
学
生
に
多

大
な
チ

ャ
ン
ス
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
そ

こ
で
、
「
日
本
語
を

マ
ス

タ
ー
す
る
と
、
就
職
の
心
配
が
な
い
」
と
い
う
意
識
が
で
き
あ
が
っ

て
き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
日
本
語
学
習
の
動
機

の
多
様
化
、
学
習

ニ
ー
ズ

の
多
様

化
は
注
目
す

べ
き
事
実

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
を
反
映
す
る
よ

う
に
、
大
学
も
従
来

の
日
本
語

一
点
張
り
の
教
育
に
満
足
せ
ず
、
多

様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
き

た
。
ダ
ブ
ル
メ
ジ
ャ
ー
で
複
合
型

の
人
材
を
育
成
す
る
と
か
、
日
本

語
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
売
り
に
し
て
い
る
大
学
も
少
な
く
な
い
。
ど

の
よ
う
な
人
材

の
育
成
を
目
指
す

の
か
、
教
育
目
標
も
ま
た
多
様
化
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し

て

い
る

の

で
あ

る

。

四

日
本
語
教
師
の
あ
り
方

高
等
教
育
機
関

で
は
、
非
専
攻
日
本
語

(日
本
語
を
専
攻
と
し
て

い
な
い
学

生
の
た
め
の
外
国
語
科
目
と
し
て
の
日
本
語
)
と
し
て
の

日
本
語
を
教
え
て
い
る
教
師

の
多
く
が
学
部
卒

で
あ
る
の
に
対
し
、

日
本
語
専
攻

で
教
え
て
い
る
教
師

の
場
合
は
、
修
士
課
程
あ
る
い
は

博
士
課
程
を
修
了
し
た
者

の
比
率
が
高

い
。
喜
ぼ
し
い
こ
と
に
、
近

年
日
本

で
博
士
号
か
修
士
号
を
取
得
し
た
者
が
帰
国
し
て
日
本
語
教

育
に
従
事
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え

つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
、
今
後
も
ま
す

ま
す
帰
国
組
が
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

日
本
語
教
育

の
規
模

の
拡
大
に
伴

っ
て
、
日
本
語
教
師
の
数
が
急

増
し
、
そ

の
た
め
若
手
教
師
が
中
堅
層
と
な
っ
て
い
る
大
学
も
増
え

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
全
国
的
に
二
〇
代
、
三
〇
代

の
日
本
語

の
教

師
の
比
率
が
増
え

つ
つ
あ
る
中
、
若
手
の
教
師

の
研
修

は
さ
ら
に
重

視
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

日
本

の
国
際
交
流
基
金
と
中
国
教
育
部

の
共
同
事
業
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
る
北
京
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
〇
〇

一
年
か
ら

数
年
に
わ
た

っ
て
修
士

の
学
位
を
持
た
な

い
在
職

の
日
本
語
教
師
を

対
象
と
し
た
修
士

コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
て
い
て
、
日
本
語
教
師

の
レ

ベ
ル
ア

ッ
プ

に

一
定

の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
国
際
交
流
基
金

は
、
ま
た
、
毎
年
の
よ
う
に
中
国

の
大
学
教
師
を
四
〇
名
ほ
ど
日
本

語
国
際
セ
ン
タ
ー
の
日
本
研
修
に
招

い
て
い
て
、
中
国
の
日
本
語
教

師
の
質
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

そ
の

一
方
で
、
中
国
人
の
教
師
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
の
専
門
家

や
教
師
も
中
国
の
日
本
語
教
育

の
現
場

で
大

い
に
活
躍
し
て
い
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す

べ
き
で
あ
る
。

五

日
本
語
教
材
の
あ
り
方

日
本
語
専
攻

の
大
学
生
用

の
教
材
は
、
各
大
学
で
独
自

に
開
発
さ

れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
自
主
開
発
教
材

に
は
様
々
な
面
で
限
界
も

あ
る
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ

で
な
い
中
国
人

の
編
集

し
た
も
の
だ
か
ら
、
不

自
然
な
日
本
語
に
な

っ
て
い
る
箇
所
が
散
見

さ
れ
る
こ
と
は
教
科
書

と
し
て
大

い
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
改
訂
前
の
シ
ラ
バ
ス

・
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
に
準
拠
す
る
何
種
類
か
の
教
科
書

が
市
販
さ
れ

て
い
る

が
、
教
師
が
満
足
し
て
使
え
る
よ
う
な
も
の
が
少
な
い
と

い
う
こ
と

が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

い
ち
ぼ
ん
大
き
な
問
題
は
や
は
り

内
容
的
に
古

い
た
め
、
学
生
を
う
ん
ざ
り
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ

る
。

一
部

の
大
学
で
は
、
日
本

で
出
版
さ
れ
た
教
材
を
そ

の
ま
ま
、

あ
る
い
は
あ
る
程
度
ア
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
し
て
使
用
し
て
い
る
が
、

中
国
人
向
け
と
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
の
で
、
そ
の
点
に
不
満

が
残
る
よ
う
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、

そ
う
し
た
日
本
に
留
学

す
る
外
国
人
向
け
の
日
本
語

の
教
科
書

は
、
内
容
が
中
国
と
は
ほ
と

ん
ど
無
縁
な
た
め
、
そ
れ
で
勉
強
し
て
日
本
語
が

マ
ス
タ
ー
で
き
て
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も
、
自

分

の
国
の
文
化
を
日
本
人
に
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う

に
は
な
ら
な
い
。
学
習
者
の
特
性
を
無
視
し
て
は
な
る
ま
い
。
日
本

人

の
専

門
家
と
全
面
的
に
協
力
し
、
共
同
で
中
国
人
向
け
の
教
材
を

開
発
す

る
の
が
目
下

の
急
務
で
あ
る
。
実
際
に
は
現
在
は
そ
う

い
っ

た
動
向

も
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
北
京
の
数
校
の
大
学
の
教
員
が
日
本

の
い
く

つ
か
の
大

学
な
ど

の
研
究
者
と
共
同
で
開
発
し
た
教
科
書

で
あ
る

『総
合
日

語
』

(第

一
～
四
冊
、
彰
広
陸

・
守
屋
三
千
代
編
、
北
京
大
学
出
版

社
、
二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
六
年
)
は
好
評
で
あ
る
。
こ
の
教
科
書

の

特
徴

に

つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ

う
。ま
ず

、
大
学

の
枠
に
囚
わ
れ
ず

に
、
そ
し
て
中
日
両
国
の
第

一
線

の
日
本

語
教
育
者

・
研
究
者

の
本
当
の
意
味
で
の
共
同
作
業

に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
成
果
だ
と
言

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
中
日
双
方

の
担
当
者

が
そ
れ

ぞ
れ
最
大
限

に
自
分

の
力
を
発
揮
で
き
た
こ
と
が
、
『
総
合

日
語
』

を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
最
大

の
要
因
だ
と
思
わ
れ
る
。
構
成

に
つ

い
て
言

え
ば
、
全
体
的

に

「会
話
」
と

「読
解
」
の
二
つ
の
部
分
に

分
か
れ

て
い
る
が
、
数
年
間
専
攻
で
日
本
語
を
習

っ
て
い
て
も
自
由

に
日
本
語

の
会
話
が

で
き
な
い
と
い
う
従
来

の
難
点
を
克
服
す
る
た

め
に
、
初

級
の
段
階
で
は
会
話

の
方
に
重
点
が
置
か
れ
、
中
級
と
な

る
と
会
話

と
読
解
が
平
行
し
て
重
視
さ
れ
る
と
い
う
形
を
取

っ
て
い

る
。
特

に
会
話

の
場
合

は
、
自
然
な
日
本
語

の
発
話
と
な
る
よ
う
に

い
ろ
い
ろ
と
工
夫
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
大
学
生
に
と

っ
て
親

し
み
を
覚
え
や
す

い
身
近
な
生
活
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
四
冊
通
し
て

ま
と
ま
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
し
、
登

場
人
物

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
い
き
い
き
し
て
い
る
の
で
、
生
き
た
会

話
と
し
て
、
学
生
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
初
級

の
舞

台
が
中
国
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
然

な
形
で
中
国
の
文
化
を

日
本
人
に
紹
介
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
中
級
の
舞

台
は
日
本
に
移
り
、
な
る
べ
く
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
避
け
て
、

一
個

人
と
し
て
の
中
国
人
留
学
生

の
目
か
ら
日
本

を
見
て
、
肌
で
日
本
を

感
じ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

総
合
的
な
日
本
語
運
用
力
と
異
文
化

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
養
成
を
狙
う
と
こ
ろ
の
、
従
来

の
日
本
語

の
教
科
書
と

一
味
違
う

こ
の
新
し

い
タ
イ
プ

の
教
科
書
が
中
国
の

「十

一
五
」
(第
十

一
次

五
か
年
計
画
)
国
家
級
指
定
教
科
書
に
選
ば

れ
、
さ
ら
に
、
二
〇
〇

六
年
北
京
高
等
教
育
精
品
教
材

(ブ
ラ
ン
ド
教
材
)
に
入
賞
し
た
こ

と
は
実
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
中
日
両

国
の
学
者
の
交
流
の
結

実
だ
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

六

日
本
語
研
究
の
現
状

e

研
究
の
質
の
向
上

中
国
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
日
本
語
研
究
が
増
え
始
め
た
の
は
、

一
九
九

〇
年
代
の
初
め
ご
ろ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
は
、
日
本
に
お
け

So



る
日
本

語
研
究

の
紹
介
や
日
本

の
研
究
者

の
二
番
煎
じ
的
な
研
究
が

多
か

っ
た
の
で
あ
る
。
最
近
は
、
言
語
事
実
に
基
づ
く
記
述
的
な
研

究
や
、

コ
ー
パ
ス
を
積
極
的
に
利
用
す
る
研
究
が
著
し
く
増
え
て
い

る
。し
か
し
な
が
ら
、
中
国
に
お
け
る
英
語
研
究
や

ロ
シ
ア
語
研
究
な

ど
に
比

べ
る
と
、
ま
だ
日
本
語
研
究

の
レ
ベ
ル
は
低
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な

い
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
二
つ
の
問
題
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ

る
。

一
つ
は
、
多
く

の
研
究
に
理
論
的
な
裏
付
け
が
欠
如
し
て
い
る
こ

と
で
あ

る
。
全
体
的

に
理
論
面
を
軽
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

つ

ま
り
、
理
論
面
の
研
究
が
浅

い
研
究
者
が
か
な
り
多

い
と
言
い
換
え

る
こ
と

が
で
き
る
。

い
ま

一
つ
は
、
研
究
者
と
し
て
、
科
学
的
な
方
法
論
を
十
分
身
に

付
け
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
初
歩
的
な
学
術
訓
練
さ
え
受

け
た
こ
と
も
な
く
、
規
範
的
な
学
術
論
文

の
書
き
方
さ
え
も
知
ら
な

い
と
い
う
人
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。

し
か

し
、
こ
う
し
た
現
状
は
、
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
近
年
、
中

国
国
内

で
養
成
さ
れ
た
日
本
語
教
育

の
人
材
や
、
帰
国
し
た
留
学
経

験
者
が
増
え
る
に
し
た
が

っ
て
、
堅
実
な
研
究
を
す
る
研
究
者
が
増

え
て
き
た
。
毎
年
、
多
く
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
目

立

っ
て

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
日
本

の
研
究
者
と
の
交
流
も
確
実
に
増
え
て
い
る
。
そ
の

表
れ

の

一
つ
が
、
中
日
双
方
が
共
同
で
開
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

増
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
機
会

は
、
中
国
の
日
本
語
研

究

の
質
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
今
後

は
、
中
日
の
研
究

者
に
よ
る
共
同
研
究
も
大

い
に
期
待
さ
れ
る
。

口

研
究
者
と
し
て
の
大
学
教
師
の
あ
り
方

大
学
の
教
師
は
教
育
者

で
あ
る
と
同
時
に
研
究
者
で
も
あ
る
べ
き

で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
中
国
の
大
学

の
日
本
語
教
師
に
は
そ
う
い

う
自
覚
を
持

っ
て
い
な

い
人
が
案
外
多

い
の
で
あ
る
。
な
か
に
は
、

研
究

の
イ

ロ
ハ
も
知
ら
な
い
人
が
い
る
。

近
年
、
大
学
は
、
教
師

の
研
究
に
対
し
て
次
第
に
強

い
圧
力
を
か

け
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
大
学
か
ら

の
要
求
が

ま

っ
た
く
な
い
、

つ
ま
り
、
研
究
発
表
や
論
文
の
発
表
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
な

い
大
学
が
ま
だ
か
な
り
あ
る
の
が
実
状

で
あ

る
。
ま

た
、
論
文
本
数
な
ど
研
究

の
ノ
ル

マ
を
決
め
て
い
る
大
学
で
も
、
そ

れ
が
こ
な
せ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
罰
則
が
あ

る
わ
け
で
も
な
く
、
結

局
ノ
ル
マ
が
形
骸
化
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
逆

に
、
教
師

の
ほ
う

も
、
本
来

の
研
究
目
的
と
い
う
よ
り
ノ
ル
マ
を
こ
な
す
た
め
に
論
文

を
書

い
て
い
る
と

い
う
人
も
少
な
か
ら
ず

い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
全
国
的
に
見
れ
ば
、
自
主
的
な
研
究
会

や
読
書
会
も
稀
に
し
か

な
い
。
そ
の
た
め
、
研
究
者
同
士
の
交
流
が
少
な
く
、
共
同
研
究
も

皆
無
に
近

い
。

一
方
、
大
学
が
ど
の
よ
う
な
研
究
環
境
を
提
供
し
て
い
る
か
と

い

う
と
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、
学
校
の
教
師
、
特
に
大
学

の
教
師
は
し
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か
る
べ
き
待
遇
を
受
け
て
い
な

い
た
め
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
時
間
を
取

ら
れ
て
、
研
究

の
方
が
お
ろ
そ
か
に
な

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な

い
。

一
時
ほ
ど
で
は
な
い
も

の
の
、
大
学

の
教
職
を
辞
め
て
し
ま

う
と
い
う
学
問
離
れ
の
現
象
も
見
受
け
ら
れ
る
。
大
学

の
教
師
で
も

基
本
的

に
研
究
費

は
支
給
さ
れ
な
い
し
、
個
人
の
研
究
室
も
与
え
ら

れ
て
い
な

い
と
い
う
嘆
か
わ
し
い
現
状
で
あ
る
。
教
師

の
待
遇
や
研

究
環
境

を
改
善
す
る
こ
と
が
、
研
究
の
質
を
高
め
る
必
要
条
件
の

一

つ
で
あ

る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

〔
[

学
会
の
あ
り
方

中
国

の
大
学

に
お
け
る
外
国
語
教
育
で
は
、
往
々
に
し
て
専
攻
と

非
専
攻

が
断
絶
し
て
い
て
、
横

の
交
流
が
少
な
い
。

こ
れ
を
よ
く
象

徴
し
て

い
る
の
は
、
教
育
部
所
属
の
外
国
語
指
導
委
員
会
で
あ
る
。

外
国
語

指
導
委
員
会
に
は
日
本
語
専
攻

の
部
門
と
日
本
語
非
専
攻

の

部
門
が
別
々
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

学
会

も
、
専
攻
と
非
専
攻

の
別
に
よ
っ
て

「中
国
日
語
教
学
研
究

会
」
(日
本
語
専
攻
)
と

「中
国
大
学
日
語
教
学
研
究
会
」

(日
本
語

非
専
攻

)
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
必
要
性
と

合
理
性

に
筆
者
は
疑

い
を
持

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
学
会
と

い
っ
て
も
、
普
通

の
学
術
団
体
と
は
や
や
異
質

の
も
の

で
あ
り
、
基
本
的
に
個
人
会
員
制

で
は
な
く
、
大
学
単
位
で

加
入
す

る
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
例
外
を
除
い
て
、
こ
の
二
つ
の

学
会

へ
の
同
時
加
入
は
難
し
い
。

ま
た
、
学
会

の
理
事
や
常
務
理
事
な
ど
の
役
員
も
、
選
挙
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
決
め
ら
れ
た
大
学
か
ら
の
推
薦
者
が
な

っ
て
い
る

た
め
、
各
大
学

の
日
本
語
学
部
長
や
日
本
語

学
科
長
が
多
く
、
専
門

が
日
本
語
学
や
日
本
語
教
育

で
な
い
人
が
役
員
に
な

っ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
決
し
て
珍
し
く
な

い
。
そ
の
た
め
、
学
会
組
織
も
お
役
所
的
な

色
彩
が
濃
く
、
学
術
性
が
薄
れ
て
学
術
的
権
威
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
な

い
し
、
中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
と
日
本
語
研
究

の
向
上

の

た
め
に
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。

日
本

の
学
会
や
中
国
の
そ
の
他

の
学
会
と
比
べ
た
場
合
、
特
に
そ

れ
を
強
く
感
じ
る
次
第
で
あ
る
。

一
日
も
早

く
純
粋
な
学
術
団
体
で

あ
る
学
会
に
脱
皮
し
て
欲
し
い
が
、
制
度
的

な
問
題
で
あ
り
、
早
期

の
解
決
は
望
め
そ
う
も
な

い
。

一
方
、
中
等
教
育

で
も
、
そ
れ
な
り
の
学
会
は
あ
る
が
、
高
等
教

育
の
学
会
と
は
接
点
が
な
く
、
中
学

・
高
校

の
日
本
語
教
師
が
大
学

の
教
師
と
同
じ
場
で
研
究
発
表
を
す
る
こ
と

は
あ
り
え
な

い
。
こ
の

こ
と
は
中
国

に
お
け
る
日
本
語
教
育
と
日
本
語
研
究

の
発
展

の
上

で
、
望
ま
し
い
こ
と
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

四

研
究
誌
の
あ
り
方

中
国
で
は
、
日
本
語
関
係
の
研
究
誌
は
、
対
外
経
済
貿
易
大
学
か

ら
刊
行
さ
れ
た

『
日
語
学
習
與
研
究
』
を
措

い
て
は
他

に
な
か

っ

た
。
同
誌
は
創
刊
二
十
数
年
来
、
中
国
に
お
け
る
日
本
語
お
よ
び
日

本
語
教
育
研
究

の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
し

て
き
た
。
特

に
、
「中
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国
日
語
教
学
研
究
会
」
の
学
会
誌
に
な

っ
て
か
ら
は
、
ま
す
ま
す
注

目
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
も

っ
と
も
、
文
学
関
係

の
論
文
も
掲
載

さ
れ
て

い
る
た
め
、
純
粋
な
日
本
語
関
係
の
研
究
誌
と
言
え
な

い
と

こ
ろ
も
あ
る
。

そ
う

い
っ
た
状
況
の
下

で
、

い
わ
ば
中
国
初

の
日
本
語
研
究

の
専

門
誌

で
あ
る

『日
語
研
究
』
が
二
〇
〇
三
年
三
月
に
大
手
の
出
版
社

で
あ
る
商
務
印
書
館
か
ら
刊
行

さ
れ
た
。
同
誌
は
創
刊
以
来
、

レ
ベ

ル
の
高

い
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
で
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
毎
輯

の
よ
う
に
日
本

の
代
表
的
な
研
究
者
の
論
文

を
掲
載

し
て
い
る
の
で
、
中

日
学
術
交
流

の
窓
口
に
も
な

っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
書
評
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
も
同
誌
の
特
徴

の

一
つ

で
あ
る
。

す
ぐ
れ
た
研
究
誌

の
刊
行
は
、
研
究
を
活
発
化
さ
せ
、
そ
れ
が
ま

た
す
ぐ
れ
た
研
究
を
生
み
、
研
究
誌
を
盛
り
上
げ

て
行
く
。
そ
う
し

た
研
究
誌
が

一
つ
で
も
多
く
発
刊
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
中
国
の
大
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育

の
諸
相
を
日
本
語
専

攻
を
中
心
に
概
観
し
て
き
た
。
中
国
の
日
本
語
教
育
は
今
後
ま
す
ま

す
発
展

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
以
下
の
四
つ
の
課
題
が

残

っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ω

日
本
語
教
師
の
質
の
向
上
に
も

っ
と
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

②

教
材
開
発
を
も
っ
と
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

③

学
会
組
織

の
機
能
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

働

中
日
両
国
の
日
本
語
教
育
者
と
日
本
語
研
究
者
同
士

の
交
流

を
深
め
る
べ
き
で
あ
る
。

注〈1
>

武
書
連

『挑
大
学

選
専
業
l
l

二
〇
〇
七
高
考
志
願
填
報
指

南
』
(中
国
統
計
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
)
を
参
照
し
た
。
な
お
、

日
本
語
専
攻
の
大
学
生
数
は
、
中
国
日
語
教
学
研
究
会
会
長
の
宿
久

高
教
授
か
ら
の
情
報
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

〈2
>

武
書
連

『挑
大
学

選
専
業
1
ー
二
〇
〇
六
高
考
志
願
填
報
指

南
』
(中
国
統
計
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
)
を
参
照
し
た
。
な
お
、

一
部
の
大
学
は
日
本
言
語
文
学
専
攻
で
は
な
く
、
外
国
言
語
学
ま
た

は
応
用
言
語
学
と
い
う
専
攻
名
で
日
本
言
語
文
学
専
攻
の
修
士
課
程

の
院
生
を
養
成
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
実
質
的
に
は
四
七
の

大
学
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
と
計
算
で
き
る
。

〈
3
>

修
士
課
程
同
様
、
実
際
に
は
、
日
本

言
語
文
学
専
攻
で
は
な

く
、
外
国
言
語
学
ま
た
は
応
用
言
語
学
と

い
う
専
攻
名
で
日
本
言
語

文
学
専
攻
の
博
士
課
程
の
院
生
が
養
成
さ
れ
て
い
る
大
学
も
、
広
東

外
語
外
貿
大
学

・
解
放
軍
外
国
語
学
院
な
ど
、
数
校
あ
る
。

〈
4
>

公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
日
本
国
際
交
流
基
金
の
H
P

に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「日
本
語
教
育
国
別
情
報
」
に
お
け
る

「二
〇
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〇
三
年
海

外

日
本
語

教
育

機

関
調

査
結

果
」

を
挙
げ

る

こ
と

が

で
き

る
。

そ

こ
の

「
学
習

目

的

」

の
項

目

で
は
、

「初

等

・
中
等

教

育

」

「高

等
教
育

」

「
学
校

教
育

以

外

の
機

関

」

の
別

に
デ

ー
タ
が
提

示

さ

れ

て

お
り
、

そ

れ

ぞ

れ
異

な

る
傾

向

を

見

せ

て

い
る

が
、

「高

等

教
育

」

の
場
合

を

見

て

い
る
と
、

「将
来

の
就

職

の
た

め
」

「日
本

の

文

化

に

関

す

る

知

識

を

え

る
た

め
」

「大

学

や

資

格

試

験

の
受

験

準
備

の
た

め
」

「
日
本

の
政

治

・
経

済

・
社

会

に
関

す

る
知

識

を

え

る
た
め
」

「
日
本

の
科

学
技

術

に
関

す

る
知

識

を

え

る
た

め
」

と

い

う

順

位

に

な

っ

て

い

る

(ゲ
9

"妻

妻

な

h
αQ
o
な

心
心
壱

§
し
＼o
く
。
「。.・ミ

k
u
n
ib
e
t
s
u
/
2
0
0
5
/
c
h
in
a
.h
t
m

l
)
°

彰
広
陸

二
〇
〇
四

「中
国
に
お
け
る
総
合
的
日
本
語
教
育
の
現

状
」
『第
五
回

国
際
日
本
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書

国
際
日
本
学

の
可
能
性
』
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
。

彰
広
陸

二
〇
〇
六
a

「中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
事
情
と
そ
の

周
辺
」
『環
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
日
本
語

の
地
位
』
(第

一
〇
回
国

立
国
語
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
三
部
会
)
独
立
行
政
法
人
国
立
国

語
研
究
所
。

彰
広
陸

二
〇
〇
六
b

「海
外
に
お
け
る
日
本
語
研
究
」
『
日
本
語
の

研
究
』
第
二
巻
第
三
号
。

李
宗
恵

二
〇
〇

一

「北
京
地
区
大
学
日
語
教
育
簡
述
」
『日
漢
双
語

辞
書
編
纂
與
日
語
教
学
文
集
』
商
務
印
書
館
。
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